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団体名

大谷archive 代表者 金光　英子 記載者 金光　英子

所在地（市区町村名のみ）

浅口市金光町

活動目的

団体の紹介

助成を受けての活動内容

助成を受けての成果

今後の活動の課題点

問い合わせ連絡先もしくは、ホームページアドレス（加入希望の方などへのお知らせなど）

 
金光町大谷地区は、古くから金光教の門前町として発展し、歴史的価値のある建物や金光図書館の資料など貴重な文化資源が多

く残っています。この「文化・歴史資源」と地域で暮らす人たちをつなぎ、地域の人たちが気軽かつ日常的にこれらの資源に触

れることで、地域の良さの再認識とともに、住民同士のコミュニケーションや心の豊かさの一助となることを目的に活動してい

ます。

 
２００７年、金光図書館での映画研究者との出会いをきっかけに、国立映画アーカイブ、金光図書館職員の調査により、無声映

画『性は善』は発見されました。この無声映画は、大正１３年の大阪と金光町を舞台に制作されており、地域の歴史的文化資源

としても非常に価値があります。その無声映画をなんとか復活上映したいと2019年に有志が集まったのが団体発足の始まりでし
た。2020年に「大谷文化歴史講演会」「活弁による無声映画上映会」を開催しました。現在は、広く地域の「文化・歴史資源」
と地域で暮らす人々を繋ぐ活動を行っています。

　私たち大谷archiveの活動は、上記のとおり、無声映画『性は善』が発見され、復活上映会を行ったことから始まっています。この
無声映画には、大正時代の金光町の様子が映っており、１００年前の金光の町をうかがい知ることができる貴重なフイルムです。ま

た、この復活上映会に参加者された方からは「写真でしか見たことのないひいお爺さんが映っていました」「昔の御神橋(みかげばし)
の造形が素晴らしい」「自分の住んでいる所にはこんな歴史があったのですね」などの感想を頂き、鑑賞した住民一人一人の心の中

に感動とストーリーが生まれていることに驚きました。そして、このことそのものが地域にとって非常に貴重な財産であり、映画フ

ィルム発見からこれまでの地域や住民の動きを記録として残していきたいと考えました。１００年前の人たちが映像を残してくれた

ように、今を記録として残すことの大切さを、復活上映会を通して気づかされ、未来の人たちに、この地域で今を生きる私たちの姿

を伝えたいと考えています。

　このため、一連の地域での動きや住民の思いなどを撮影、編集し、これをドキュメンタリー映画として制作し、２０２２年度にお

いて上映会を行うことで、「人と人との出会いや縁、つながりの大切さ」をはじめ、このことが非常に大きな地域の文化資源である

ということを、あらためて多くの地域住民や関係者で共有し、後世へ引き継ぐべき貴重な財産としていきたいと考えています。

　ドキュメンタリー映画の構成は、第1部「映画フイルム発見」→第2部「復活上映に向けた取り組み」→第3部「上映会」→第4部「上
映会後地域の歴史を再認識する動き」→第5部「今を生きる私たち（地域住民）の記録（大谷地区で行われている様々な活動）」とし
て記録し、後世の人々に伝えていきたいと考えています。コロナ禍により、大谷地区で行わる予定であった様々な行事が延期せざる

を得ない中、ドキュメンタリー映画制作についても、当初の予定どおり撮影などが行えない状況にあり、今後は、新型コロナ感染症

拡大の様子を見ながら、6月末までに記録動画撮影を行い、７月から９月にかけ編集作業、10月の上映会開催を目指したいと考えてい
ます。



 

大谷 archive活動関係資料 

左のチラシは、記録動画撮影時に配布した

物。ご理解とご協力をお願いした。 

下のチラシは、記録動画撮影を行った行事。

これから、大谷地区で行われる地域の活動を記

録していく予定。 

2021年 7月 24日 31日 親子活弁講座の様子 

大谷文化歴史講演座の様子 


